　　　　ワイズが『出来形マネージャ書式構造物集』を
　　　　秋田県の最新施工管理基準に対応してリリース
　建設系ソフトウェア会社の(株)ワイズ（本社：長野県長野市）は、出来形管理書類作成システム『出来形マネージャ』に併せて販売している『出来形マネージャ書式構造物集』のリリースを行った。
　今回『出来形マネージャ書式構造物集』を、新たに秋田県の最新の施工管理基準に対応させ、県にあった施工管理値・最新の略図・提出様式に対応したことで、さらなる出来形管理書類作成の省略化が図られ、発注者独自の様式で書類が作成できるようになった。
　新たに追加された書類は『出来形マネージャ書式構造物集』を九八〇〇円（税込）で購入し、『出来形マネージャ』をアップデートすることで対応できる。また、『出来形マネージャ』を持っていない利用者には、『出来形マネージャ書式構造物集』とセットで購入すると、価格も割引となる仕組みになっている。
　資料請求等の問い合わせ先は、(株)ワイズ（〇二六―二六六―〇七一〇）　　担当　西澤まで。
